
 

 ４年ぶりの集合型での「６年生を送る会」を行いました。これまでも今回も６年生への思い

は変わりませんが、やはり直接６年生と対面しながら交わされるメッセージは、６年生の胸

に染み入るものとなったようでした。 

 「６年生のためにすてきな会にしよう」と５年生の実行委員の子ども達が中心となって行

われました。１年生は、ペンダントづくり。２年生は、招待状づくり。３年生は、オープニング

セレモニーとして縄跳びでの表現活動。４年生は、退場曲演奏。５年生は、会場装飾や企画･

進行。それぞれの形で６年生にこれまでの感謝の思いを表しました。 

 5 年生の実行委員の子ども達が、会

を盛り上げようと頑張りました。 

 1 年生にもらったペンダントを下げ、1 年生と手をつないで入場。 

体育館後ろの壁には、5 年生一人一人が書いたメッセージカードでありがとうの文字が飾られました。 



 各学年からお祝いや感謝のメッセージが

伝えられました。 

 児童会の引き継ぎも行われました。 

児童会を牽引してきたリーダーとしての 

役目を終え、いよいよ「卒業」という二文字が

心に染みてきます。 

 それぞれの学年の発表やメッセージを目に焼き付け心に刻む
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